
                 

市
民
生
活
を
守
る
市
政
に 

こ
の
冬
は
、
記
録
的
な
豪
雪
に
見
舞

わ
れ
、
当
市
で
も
１３
年
ぶ
り
の
大
雪
に

交
通
事
情
や
農
業
被
害
等
に
大
き
な
影

響
が
発
生
し
、
自
然
災
害
に
対
応
す
る

課
題
も
残
り
ま
し
た
。 

 

一
方
私
た
ち
の
生
活
を
み
て
み
る
と
、

４
月
よ
り
消
費
税
が
８
％
に
増
税
さ
れ
、

相
次
ぐ
光
熱
費
や
燃
料
代
、
生
活
全
般

の
物
価
が
高
騰
し
、
生
活
を
支
え
る
所

得
実
態
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
な
ど
何

処
の
世
界
だ
‥
？
と
思
わ
せ
る
の
が
市

民
生
活
の
現
実
で
す
。 

そ
の
上
、
年
金
の
引
き
下
げ
や
社
会

保
障
の
削
減
が
拡
大
し
、
市
民
生
活
を

二
重
・三
重
に
苦
し
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
「
秘
密
保
護
法
」
や
「
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
」
な
ど
、
多
く
の
国
民
が
望

ま
な
い
「
戦
争
が
出
来
る
国
づ
く
り
」
へ

の
道
を
安
倍
政
権
の
も
と
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
庶
民
の
願
い
と
か

け
離
れ
た
政
治
が
行
わ
れ
て
い
る
も
と

で
、
市
民
生
活
を
守
る
地
方
自
治
体
の

果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 

 

    
平
和
問
題 

 
○
現
行
憲
法
と
現
行
憲
法
改
正
に 

対
す
る
市
長
の
見
解
は 

・日
本
国
憲
法
の
誇
る
平
和
主
義
、主
権
在

民
、
生
存
権
保
障
、
個
人
の
幸
福
追
求
権
、

地
方
自
治
等
。
自
治
体
の
首
長
と
し
て
憲

法
を
擁
護
し
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
市
長
の
立
場
か
ら
憲
法
改
正
に
対
す
る

政
治
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。 

○
特
定
秘
密
法
案
に
つ
い
て
市
長
の

政
治
姿
勢
と
当
市
へ
の
影
響
は 

・秘
密
主
義
に
よ
る
情
報
公
開
を
後
退
さ

せ
る
等
の
自
治
体
へ
の
影
響
、
又
市
民
の

知
る
権
利
や
言
論
の
自
由
等
市
民
生
活
へ

の
影
響
に
対
す
る
見
解
と
、
悪
影
響
が
現

実
的
と
な
っ
た
場
合
、
市
長
と
し
て
ど
う

対
応
す
る
の
か
を
質
し
ま
し
た
。 

 

暮
ら
し 

 

○
緊
迫
化
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加 

表
明
！ 

動
向
と
市
の
影
響
は 

・農
産
物
関
税
の
除
外
や
、国
益
を
守
る
と

し
た
政
権
公
約
が
担
保
さ
れ
な
い
ま
ま 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
進
め
る
政
権
与
党
の

動
向
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

・農
業
に
限
ら
ず
食
の
安
全
や
医
療
、公
共

事
業
、
雇
用
・国
民
皆
保
険
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
駒
ケ
根
市
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に

考
え
、試
算
し
て
い
る
の
か
。 

○
雪
害
被
害
の
現
状
と
課
題
、
対
策 

※
実
績
を
掲
載
し
裏
面
に
詳
細 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た 

広
報
の
充
実
を 

・一
方
的
な
情
報
発
信
と
な
っ
て
い
る
当

市
の
公
式
Ｈ
Ｐ
に
か
か
る
構
築
費
用
や
維

持
経
費
は
。
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
促
進
・

サ
ポ
ー
ト
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
交
流

サ
イ
ト
へ
の
移
行
や
活
用
の
考
え
は
。 

 

雇 

用 
 

○
正
規
採
用
を
増
や
す
努
力
を 

・裏
面
（３
月
議
会
）に
詳
細
を
記
載
。 

                      

福 

祉 
 

○
難
聴
対
策
の
充
実
を 

・難
聴
者
の
聞
き
た
い
と
願
う
欲
求
に
、
自

治
体
が
応
え
る
時
代
に
来
て
い
る
。 

公
共
の
場
か
ら
磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
等

の
難
聴
対
策
を
導
入
す
る
考
え
は
。 

○
介
護
保
険
制
度
の
改
定
案 

当
市
の
影
響
は 

・市
町
村
事
業
に
移
行
す
る
訪
問
・通
所
介

護
の
影
響
は
。 

・特
養
か
ら
要
介
護
者
１
・２
を
締
め
出
す

冷
た
い
改
定
案
だ
が
「
特
養
以
外
で
の
生

活
が
著
し
く
困
難
」
と
さ
れ
る
基
準
と
当

市
の
対
応
は
。 

・「
制
度
改
悪
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
利
用

者
」
へ
の
支
援
対
応
は
。 

 

○
障
が
い
者
居
住
施
設
の
建
設
は 

・裏
面
（３
月
議
会
）に
詳
細
を
記
載
。 

 

地
域
生
活 

 

○
竜
東
振
興
計
画
の
位
置
付
け
は 

・過
疎
化
か
ら
脱
却
し
、
若
者
が
定
住
出
来

る
活
力
あ
る
竜
東
振
興
を
総
合
計
画
に

明
確
に
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
、考
え
は
。 

○
農
業
を
生
か
し
た 

６
次
産
業
の
推
進
と
方
策
は 

・農
林
山
村
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
「
６

次
産
業
」
の
現
状
と
課
題
。
ま
た
更
な
る

推
進
を
後
押
し
す
る
施
策
の
考
え
は
。 

○
人
口
５
万
人
都
市
と
同
じ
経
済
効

果
を
生
み
出
す
施
策
の
考
え
は 

・「
人
が
い
て
こ
そ
」
成
り
立
つ
行
政
だ
。 

対
策
委
員
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し

て
、
思
い
切
っ
た
子
ど
も
を
増
や
す
た
め

の
施
策
を
打
ち
出
す
考
え
は
。 

・竜
東
地
域
へ
の
土
地
利
用
の
計
画
が
消

極
的
！
雄
大
な
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
を
活
か

し
た
、
移
住
や
交
流
人
口
の
増
加
を
展
望

し
た
計
画
の
策
定
が
出
来
な
い
か
。 

・里
帰
り
出
産
出
来
る
環
境
と
課
題
は 

裏
面
に
続
く
→ 
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一般質問 

から 
消費税増税、年金引き下げ反対！宣伝行動 

異
常
気
象
の
産
物
と
も
い
え
る
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
こ

の
冬
季
で
し
た
が
、
駒
ヶ
根
市
に
春
が
い
っ
き
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
福
寿
草
に
続
き
水
仙
や
コ
ブ
シ
、
モ
ク
レ
ン
、
桜
、

花
桃
、ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
等
‥
こ
れ
だ
け
の
花
が
続
い
て
同
時

に
咲
き
誇
る
年
も
珍
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

今
年
は
ど
の
花
も
何
時
に
な
く
色
鮮
や
か
に
感
じ
ま
す
。

二
つ
の
ア
ル
プ
ス
を
眺
望
す
る
当
市
な
ら
で
は
の
景
観
が

咲
き
誇
る
花
を
よ
り
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。 

 

   
自慢の眺望と桜 

☆
「ほ
ま
れ
」が
市
政
を
質
す
！ 

（平
成
２
５
年
度
）  

 
 
 

 

   



３
月
議
会
の
一
般
質
問 

☆
幹
線
道
路
の
除
雪
が 

遅
れ
た
要
因
と
課
題
は 

 質 

問 

今
回
の
大
雪
に
よ
り
当
市

は
13
年
ぶ
り
の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ

除
雪
対
応
に
追
わ
れ
た
一
方
、
他
市

と
の
比
較
で
幹
線
道
路
の
除
雪
が
遅

れ
た
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。
要
因
・

課
題
は
何
か
。 

 降
雪
量
が
多
く
除
雪
体
制 

の
確
保
が
遅
れ
た 

 市 

長 

幹
線
道
路
の
除
雪
を
、
市

内
14
社
に
委
託
、
そ
の
他
の
市
道
は

自
主
除
雪
登
録
者
に
依
頼
し
て
い
た

が
降
雪
量
も
多
く
主
要
除
雪
の
農

業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
も
能
力
的
に
間
に

合
わ
な
い
中
、
連
日
の
除
雪
対
応
で

オ
ペ
レ
ー
タ
や
交
通
誘
導
員
等
の

確
保
に
時
間
を
要
し
、
除
雪
が
遅
れ

た
。 

 

☆
除
雪
困
難
世
帯
へ
の 

支
援
体
制
は
機
能
し
た
か 

 

質 

問   

高
齢
者
世
帯
の
方
な
ど

か
ら
、
私
の
と
こ
ろ
に
も
玄
関
に
雪

が
吹
き
溜
ま
っ
て
ド
ア
が
開
か
な
い
、

心
臓
が
躍
っ
て
雪
か
き
が
出
来
な
い

等
の
除
雪
救
助
が
寄
せ
ら
れ
た
状

況
も
あ
っ
た
が
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

世
帯
な
ど
へ
の
声
掛
け
や
、
様
子
を

伺
う
、
公
助
や
共
助
の
支
援
体
制
は

機
能
し
た
の
か
。 

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は 

機
能
し
た 

市 

長 

民
生
委
員
・各
区
・自
主

防
災
組
織
・地
区
社
協
等
が
支
援
に

動
い
て
頂
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
助
け
合
い
が
機
能
し
た
と
思

う
。 地

域
の
中
で
の
関
係
希
薄
化
が
今

後
の
大
き
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。 

 

 

☆
今
議
会
中
に
農
家
負
担

が
ゼ
ロ
に
な
る
支
援
策
を 

 

質 

問 

農
業
経
営
を
成
り
立
た

せ
る
た
め
に
も
、
被
害
農
家
の
負
担

が
極
力
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
な
支
援
策

を
講
じ
、
雪
害
に
よ
る
農
家
の
不
安

を
払
し
ょ
く
す
る
補
助
制
度
の
実
現

を
、
今
議
会
中
に
も
早
急
に
実
現
さ

せ
る
決
断
を
図
ら
れ
た
い
が
、
考
え

は
。 

 
農
業
者
の
負
担
を
一
割
に 

市 

長 
国
の
政
策
に
対
応
し
て
、

伊
南
地
区
農
業
振
興
連
絡
協
議
会

に
て
、
ハ
ウ
ス
等
の
再
建
・修
繕
に
つ

き
、
国
の
１
０
分
の
５
の
補
助
に
加
え

１
０
分
の
４
を
上
乗
せ
す
る
事
に
よ

り
「
農
業
者
の
負
担
を
１
０
分
の
１
と

す
る
」
こ
と
。
倒
壊
し
た
ハ
ウ
ス
の
撤

去
費
用
に
つ
い
て
は
国
が
２
分
の
１
、

県
・市
が
２
分
の
１
を
負
担
す
る
こ

と
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

 

 

※
「ほ
ま
れ
」の
復
興
支
援 

要
求
が
、
議
会
中
に
実
現
！ 

※
議
会
中
に
、
雪
害
復
興
に
対
す

る
８
１
３
０
万
円
の
補
正
予
算
が
上

程
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。 

実
質
、被
災
農
家
の
ハ
ウ
ス
等
の 

撤
去
費
用
負
担
ゼ
ロ
。 

 

ハ
ウ
ス
再
建
・修
繕
費
用
負
担
１
割

等
の
支
援
策
が
実
現
し
ま
し
た
。 

☆
障
が
い
者
の
自
立
を 

助
け
る
住
環
境
は 

 質 

問 

障
が
い
者
の
自
立
や
、 

生
活
を
助
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
具
体
策
等
、

生
活
の
拠
点
と
な
る
住
宅
の
供
給
・

入
居
支
援
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。 

 

来
年
度
に
向
け
新
設
予
定 

市 

長 

現
在
入
所
が
出
来
な
く

て
困
っ
て
い
る
状
況
は
な
い
が
、グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
設
置
は
、
現
在
市

内
に
１
９
か
所
。 

来
年
度
に
向
け

て
３
か
所
ほ
ど
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

新
設
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

※
ほ
ま
れ 

障
が
い
者
の
地
域
生
活

へ
の
移
行
を
助
け
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
住
環
境
と
、
地
域
で
支
え
合

い
な
が
ら
生
活
で
き
る
協
力
体
制
の

整
備
・構
築
を
重
ね
て
要
望
す
る
。 

 
 
☆
正
規
職
員
化
を 

推
進
す
る
考
え
は 

 質 

問 
当
市
に
働
く
職
員
自
ら

が
安
定
し
た
雇
用
体
系
の
許
、
率
先

し
て
責
任
あ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
る
一
方
で
、
不
安
定
雇
用

を
許
さ
な
い
模
範
と
し
て
の
駒
ヶ
根

市
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
正

規
採
用
を
推
進
す
る
考
え
は
。 

 計
画
的
な
職
員
採
用
を 

市
長 

正
規
採
用
数
の
確
保
に
つ

い
て
は
重
要
な
責
任
が
あ
る
と
考
え

る
。
し
か
し
行
政
に
も
経
営
的
視
点

が
求
め
ら
れ
る
。
理
解
を
願
い
た
い
。

配
慮
し
な
が
ら
計
画
的
な
職
員
採

用
に
努
め
る
。 

 

再建支援が決まった農業用ハウス 


